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は
じ
め
に

韻(理論・現代)

「
日
本
語
の
音
韻」
と
い
う
も
の
が
ラ
ン
グ
と
し
て
確
固
と
し
て
存
在
す
る

か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い 。
し
か
し 、
東
京
語
ア
ク
セ
ン
ト
だ
け
を

見
て
も
そ
の
実
態
は一
様
で
は
な
い 。
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
に
多
く

記
載
さ
れ
て

い
る
併
用
型
を
ど
の
様
に
考
え
る
べ
き
か 。
例
え
ば
「
頭」
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
で
は
見
出
し
形
は

③(
ア
列寸
ぎ
で
あ
る
が 、
実
際
に
は

②(
ア
列マ)

と
い
う
型
も
あ
る 。
ア
タ
マ
は 、
「
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
地
域
差
と
世
代
差
||

下町および五日市町」
(
日
本
語
音
声
成
果
刊
行
書『
東
京
語
音
声
の
諸
相』
3
佐
藤

亮
了
三
井
は
る
み・
渡
辺
喜
代
子)
に
よ
れ
ば 、
分
布
は
な
い
が
都
内
各
地
に
点

在
す
る
と
い
う 。
ま
た 、
こ
れ
ま
で
の
類
別
語
葉
に
限
ら
れ
調
査
で
は
日
本
語

ア
ク
セ
ン
ト

全
体
を
知
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る 。

多
拍
語
ゃ 、
外
来
語 、
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が 、
こ
こ

で
も
従
来
の
東
京
語
ア
ク
セ
ン
ト

規
則
と一
致
し
な
い
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ヲ令 。

音

こ
の
よ
う
に 、
東
京
語
の
ア
ク
セ
ン
ト・

音
韻
と
言
っ
て
も 、
現
在
ど
ん
な

人
が
ど
こ
で
典
型
的
な
東
京
語
の
音
声
と
ア
ク
セ
ン
ト

で
話
し
て
い
る
の
か

は 、
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
な
こ
と
で
は
な
い 。

久

野

リ

子

でミ「

方
言
音
声
に
つ
い
て
も 、
ガ
行
鼻
濁
音・
無
声
化・
無
型
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど

の
全
国
分
布
が
か
な
り
変
化
し
て
い
て 、
今
ま
で
の
分
布
図
は
実
態
に
合
わ
な

く
な
っ
て
い
る 。
新
し
い
全
国
規
模
の
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う 。

文
部
省
科
研
費
重
点
領
域
研
究『
日
本
語
音
声(
略
称)』
〈
代
表
杉
藤
美
代
子〉

が
終
了
し 、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た 。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て 、
韻
律

の
研
究
や
音
響
分
析
を
導
入
し
た
研
究
が
増
え
て
い
る
(
以
下 、
『
日
本
語
音
声』

と
略
す) 。

パ
ソ
コ
ン 、
ワ
ー

プ
ロ
が
文
房
具
と
し
て
普
及
し
た 。
大
量
に
収
集・
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー

タ
が 、
例
え
ば
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
よ
る
デ
ー

タ
検
索
な
ど
に
よ
っ

て
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か 。
複
数
の
人
が
莫
大
な
労
力
を
そ

そ
い
で 、
同
じ
様
な
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
を
作っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

こ
れ
ら
が
効
率
よ
く

利
用
で
き
る
な
ら 、
音
韻
研
究
は
さ
ら
に
能
率
よ
く

進
む

で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
パ
ソ
コ
ン 、
ワ
ー

プ
ロ
に
よ
る
印
刷
発
表
が
増
え
て
い
る 。

本
質
的
な
こ
と
で
は
な
い
が 、
見
や
す
き
に
配
慮
し
て
欲
し
い 。
例
え
ば 、
半

角
と
全
角
の
文
字
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
対
立
を
見
分
け
る
の
は
見
に
く
い
し 、

執
筆
者
や
論
文
毎
に
版
面
や
体
裁
が
違
う
の
も
見
苦
し
い 。

『
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典』
(
明
治
書
院 、
平
山
輝
男・
大
島一
郎・
大
野
興
男・

久
野
英・
久
野マ
リ
子・
杉
村
孝
夫
編)
1

1
6
巻
が
刊
行
さ
れ 、
索
引
と
逆
引
き
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索
引
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た 。
漢
語
や
外
来
語
の
例
が
少
な
い
が 、

地
点
の
音
声・
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
に
も
な
る 。

[
注]

節
約
の
た
め、

以
下、

題
目
以
外
は、

本
文
中
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
ア、

イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ト
と
省
略
す
る。

全
国
七
二

一
、

音
声
・

音
韻

(

ご

方
法
を
め
ぐ
っ
て

音
声・
音
韻一
般
に
つ
い
て
は
音
声
学
会
の
活
動
が
活
発
だ
っ
た 。
〈
ワ
ー

ク

シ
ョ
ッ
プ〉
提
案
H

比
企
静
雄・
岡
田
秀
穂・
上
村
幸
雄・
小
池
靖
夫・
竹
林

滋 、
司
会
H

大
西
雅
行
「
新
し
い
I
P
A
に
よ
る
日
本
語
の
表
記
に
つ
い
て」

(『
音
声
学
会
会
報』
加)
で
は
基
本
案
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た 。
窪
薗
晴
夫「
新

し
い
音
声・
音
韻
研
究
の
展
開」
(『
日
本
音
響
学
会
誌』
必ll)
は 、
音
声
研
究

の
現
状
と
展
望 、
音
声
合
成
な
ど
の
他
の
分
野
に
及
ぽ
す
可
能
性・
課
題
を
指

摘
す
る 。

日
本
語
の
音
韻
を
扱
っ
た
も
の
に 、
城
田
俊
「
日
本
語
の
音

lll音声学と音頭

論』
(
ひ
つ
じ
書
房)
が
あ
る 。
近
藤
清
兄「
調
音
音
声
学
に
お
け
る
構
成
的
立
場

に
つ
い
て」
(『
東
北
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
学
論
集』
2)
は 、
音
声
学
を
説
く

際
構
成
的
に
言
語
音
を
定
義
す
る
立
場
を
述
べ
る 。
岡
田
秀
俊
「
日
本
語
諸
方

言
の
音
調
体
系
の
定
式
化
凶
附」
(『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
人
文
科
学
編』
ml
l)

は 、
奈
良
田・
蓮
固
な
ど
の
重
起
伏
音
調
の
方
言
の
規
則
を
示
す 。

(
二)

音
声
の
実
態
報
告

l、

記
述
的
研
究

音
韻
を
静
的
な
共
時
態
の
記
述
で
は
な
く 、

常
に
変
化
す
る
実
態
を
記
述
す

る
こ
と
に
関
心
が
移っ
て
い
る 。
音
声
資
料
の
収
集
と
記
述
に
関
す
る
方
法
は

基
本
的
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
個
人
の
技
量
と
見
識
に
任
さ
れ
て

き
た 。
一
方 、
記
述
的
研
究
が
主
観
的
記
述
で
客
観
性
に
乏
し
い
と
い
う
指
摘

も
常
に
あ
っ
た 。
音
韻
理
論
の
基
礎
に
な
る
音
声
資
料
の
重
要
性
が 、
ま
す
ま

す
高
ま
る
現
在 、
資
料
の
質
や
収
集
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
や
枠
組
み
に
つ
い

て
の
議
論
が
ほ
し
い 。

久
野
虞「
波
照
間
方
言
の
音
韻」
(『
日
本
語
論
究
l

言
語
学
と
そ
の
周
辺」
和

泉
書
院)
は 、
琉
球
先
島
方
言
に
見
ら
れ
る
音
韻
の
問
題
を
簡
潔
に
鮮
明
に
指
摘

す
る 。
波
照
間
方一一一一口
に
見
ら
れ
る
個
人
差
と
ゆ
れ
は 、
全
く

別
の
音
素
に
該
当

す
る
ほ
ど
大
き
い(
例
中
舌
母
音
1 、
巨
や 、
無
声
化
の
問
題) 。
ど
の
部
分
を
記

述
す
る
の
か 、
誰
の
音
声
を
記
述
す
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る 。

か
り
ま
た
し
げ
ひ
さ「
大
神
島
方
言
の
フ
ォ
ネ
ー

ム
を
め
ぐ
っ
て」(『
沖
縄
文

化』
花) 、
大
神
島
で
は
有
声
子
音
と
無
声
子
音
と
の
対
立
の
有
無
が
問
題
に
な

る 。
崎
山
理 、
柴
田
武 、
中
本
正
智 、
加
治
工
真
市
諸
氏
の
研
究
を
紹
介
し
つ

つ 、
音
韻
体
系
の
解
釈
を
提
案
す
る 。
こ
の
他 、
方
言
の
記
述
と
し
て
は 、
木

部
暢
子「
ト
カ
ラ
列
島
宝
島
の
中
舌
母
音」
(『
国
語
国
文
薩
摩
路」
幻) 、
方
言

音
韻
規
則
と
し
て 、
有
元
光
彦
「
五
島
列
島・
下
崎
山
町
方
言
の
動
調
語
幹
に

お
け
る
o
/
e
交
替」
(「
九
大
言
語
学
研
究
室
報
告」
日)
が
あ
る 。

2、

鼻
濁
音
に
つ
い
て

清
音 、
濁
音
の
問
題
は 、
通
時
的
研
究
か
ら
も
注
目
さ
れ
る 。
ガ
行
鼻
音
と

前
鼻
音
の
歴
史
が
今
後
再
び
問
題
と
な
り
そ
う
だ 。
こ
の
議
論
の
き
っ
か
け
と

な
る
の
は 、
斉
藤
孝
滋
「
岩
手
方
言
に
お
け
る
語
中
子
音
有
声
化・
鼻
濁
音
化

現

象||言語内的・
外的要因の
観点から」
(『
国
語
学』
胤)
で 、
斉
藤
に
は
有
声
化

に
つ
い
て一
連
の
論
考
が
あ
る 。
ま
た 、
福
島
県
小
高
町
で
前
鼻
音
を
伴
う
ガ

行
子
音
が
見
つ
か
り 、
加
藤
正
信・
斉
藤
孝
滋
に
よ
り
音
声
学
会
第
羽
田
研
究

例
会
に
報
告
さ
れ
て
い
る 。
高
山
倫
明
「
促
音
の
あ
と
の
濁
音」
(『
島
大
国
文」
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韻(理論・現代)
幻)
は 、
東
北
方
言
で 、
促
音
の
後
に
濁
音
が
こ
な
い
こ
と
か
ら 、
か
つ
て
有
声・

無
声
の
対
立
に
前
鼻
音
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る 。

陣
内
正
敬「
地
方
に
お
り
る
ガ
行
鼻
濁
音
意
識
ll関西と九州における大学生ア

ンケート
調査よ
り」
(『
言
語
文
化
論
究』
3)
は 、
ガ
行
鼻
濁
音
に
対
す
る
関
西
と

九
州
の
若
年
層
で
の
意
識
差
を
見
る 。
東
京
都
内
の
老
年
層
で
は 、
未
だ
に
ガ

行
鼻
濁
音
は
美
し
い
と
意
識
さ
れ
て
い
る
が 、
九
州
で
は
ガ
行
鼻
濁
音
に
対
す

る
関
心
は
薄
い 。
正
し
い
発
音
と
し
て
教
育
さ
れ
る
ガ
行
鼻
濁
音
の
見
直
し
の

時
期
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か 。

3、

音
声
資
料
に
つ
い
て

音
声
は 、
一
端
失
わ
れ
れ
ば
そ
の
復
元
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る 。
そ
し

て 、
方
言
音
声
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る 。
ま
た 、
共
通
語
の
基
礎
で
あ
る

東
京
語
の
音
声
実
態
も 、
ま
だ
十
分
に
は
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い 。
昔
な
が
ら

の
典
型
的
な
方
言
音
声
だ
け
で
な
く 、

現
在
の
日
本
語
の
実
態
が
収
録
さ
れ
る

こ
と
は
意
義
が
あ
ろ
う 。
『
日
本
語
音
声」
の
音
声
資
料
は
貴
重
で
あ
る 。

久
野
マ
リ
子・
久
野
県・
大
野
民
男・
杉
村
孝
夫
「
南
琉
球
新
城
島
の
方
言」 、

『
ザ
ン
を
上
納
し
た
人
達』(
園
祭
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所)
は 、
消
滅
し
か
け
て

い
る
新
城
方
言
の
記
述
的
研
究 。
C
D
で
音
声
を
提
供
し
た 。
新
城
方
言
の
特

徴
で
あ
る
強
い
摩
擦
を
伴
う
中
舌
母
音
の
1

や
そ
の
他
の
特
徴
的
な
子
音・
音

節・立日
対
応
が 、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
よ
り
良
質
の
音
質
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る 。

録
音
項
目
に
対
し
て
は 、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
文
形
式
や 、
方
言
音
声
で
の

拍
体
系
表
が
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
る 。
音
声
資
料
の
発
表
や
公
開
に
つ
い

て
工
夫
が
必
要
で
あ
る 。

4、

音
響
分
析
に
つ
い
て

『
音
声
録
聞
見』
(
桐
谷
滋・今
川
博
開
発)
や 、
I
N
S
A
S
/
M
h

2(
三
輪

譲
二
・
今
石
元
久
開
発)
の
音
響
分
析
ソ
フ
ト

が
開
発・
提
供
さ
れ 、
以
前
よ
り

.n: 
日

手
軽
に
音
響
分
析
が
可
能
に
な
っ
た 。
今
後
は
分
析
結
果
の
意
味
に
つ
い
て
考

察
し
た
研
究
が
増
え
る
だ
ろ
う 。

音
響
分
析
の
現
状
に
つ
い
て
は 、
前
川
喜
久
雄
〈
書
評・
杉
藤
美
代
子
「
日

本
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
研
究」〉
(『
国
語
学」
川)
に
詳
し
い 。
音
響
音
声
学
と
調
音

音
声
学
は
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
べ
き
だ
が 、
調
音
音
声
学
が
「
名
人
芸」
に

媛
小
化
す
る
と
い
う
意
見
と 、
音
響
音
声
学
が
言
語
的
価
値
に
関
係
の
な
い
要

素
ま
で
も
記
録
す
る
の
で 、
言
語
的
事
実
を
ゆ
が
め 、
過
度
の一
般
化
に
陥
れ

ば
言
語
の
実
体
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
と
が
長
い
間
議
論
さ
れ
て
き

た 。
し
か
し
「
お
そ
下
が
り」
の
よ
う
に 、
母
音
が
無
声
化
し
た
拍
に
ア
核
を

知
覚
す
る
理
由
が 、
後
に
続
く

拍
の
基
本
周
波
数
の
パ
タ
ン
に
よ
る
な
ど
と
い

う
成
果
は 、
ま
さ
に
音
響
音
声
学
の
威
力
で
あ
る 。

域
生
信
太
郎
「
〈
E
t
RY
を
用
い
た
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
実
態
研
究」

(『
語
学
研
究』
611) 、
今
石
元
久
「
琉
球
方
言
に
お
け
る
母
音
の
音
響
的
特
徴

に
つ
い
て」
(『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要』
お) 、
荻
野
綱
男
編
『
日
本
語
の
音

声
構
造」
3
(
筑
波
大
学
大
学
院
地
域
研
究
科レ
ポ
ー
ト)

な
ど
が
あ
る 。

音
声
の
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て
は 、
板
橋
秀一
「
日
本
語
方
言
音
声
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て」
(『
国
語
学』
川)
が
あ
る 。
板
橋
は
音
声
デ
ー

タ
ベ
ー

ス

に
つ
い
て
理
科
系
の
研
究
者
が
望
む 、
大
量
の 、
後
で
検
証
が
で
き
る 、
高
品

位
の
デ
l

タ
の
収
集
と
そ
の
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る 。

5、

日
本
語
教
育
の
立
場
か
ら

日
本
語
教
育
の
音
声
教
育
は
音
韻
研
究
の
実
践
部
門
と
い
え
る 。
従
来
の
音

韻
研
究
で
は 、
音
声
が
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
る
か
と
い
う
聞
き
取
り
に
つ

い
て
の
研
究
は
少
な
か
っ
た 。
異
な
る
音
韻
体
系
を
も
っ
学
習
者
を
対
象
と
す

る
日
本
語
教
育
研
究
か
ら
は 、
土
岐
哲
「
東
京
出
身
者
と
大
阪
出
身
者
に
よ
る

同一
音
声
資
料
の
聞
き
取
り
結
果」
(『
待
兼
山
論
叢
日
本
文
学
篇』
お) 、
北
村
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ょ
う
「
中
国
語
話
者
か
ら
見
た
日
本
語
の
発
音
||録音を

中心と
して」
(「
東
海
大

学
紀
要
留
学
生
セ
ン
タ
ー」

ロ) 、
内
田
照
久「
中
国
人
日
本
人
学
習
者
に
お
け
る

長
音
と
促
音
の
聴
覚
的
認
知
の
特
徴」(『
教
育
心
理
学
研
究」
也 、
堀
口
純
子「
日

本
語
学
習
者
に
よ
る
方
言
音
声
と
清
濁
と
特
殊
拍
の
聴
き
取
り」(『
文
芸
言
語
研

究

言
語
編」
幻)

が
あ
る 。

堀
口
は
『
日
本
語
音
声」

の
成
果
C
D
「
桃
太
郎」

の
方
言
読
み
を
利
用
し
た
も
の 。

二、

ア
ク
セ
ン
ト
・

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

(

ご

方
法
を
め
ぐ
っ
て

今
期
も
こ
の
分
野
は
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が 、

ア
の
研
究
対
象
に
変
化
が

見
ら
れ
る 。

類
を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
和
語
の
研
究
の
他
に 、

外
来
語
や
複

合
語
な
ど
の
長
い
単
位
を
扱
う
も
の
が
増
え
た 。

イ
ン
ト

や
音
調
の
研
究
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
て 、

研
究
の
対
象
が
よ
り
長
い
単
位
を
対
象
と
す
る
こ
と
に

な
る 。

長
い
単
位
を
扱
う
た
め
に
は 、

ア
の
単
位
を
再
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る 。

「
拍・
音
節」 、
「
モ
l

ラ
・
シ
ラ
ブ
ル
」

に
つ
い
て
の
考
察
が
多
く
な
る
の
も
当

然
の
流
れ
で
あ
ろ
う 。

ア
核
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た 。

と
れ
は
基
本
的
な
概
念
で 、

東
京

語
や
京
都
・

大
阪
方
言
の
ア
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が 、

東
北
方
言
や
北
陸

方
言 、

琉
球
方
言
や
九
州
方
言
の
研
究
に
は
き
わ
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
る 。

上
野
善
道
「
昇
り

核
に
つ
い
て」
(「
音
声
学
会
会
報』
問)
は 、
昇
り

核
の
性

質
を
大
西
拓
一

郎
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
論
評
し
た
も
の 。

ア
核
と
し
て
次
の

四
種
を
提
案
す
る 。
「
下
げ
核・
:

次
を
下
げ
よ
う
と
す
る
力」 、
「
上
げ
核・
:

次
を

上
げ
よ
う
と
す
る
カ」 、
「
昇
り

核
:・

そ
こ
で
昇
ろ
う
と
す
る
カ」 、
「
降
り

核
:・

そ
こ
で
降
ろ
う
と
す
る
カ」 。

ア
の
記
述
に
つ
い
て
重
要
な
提
案
が
な
さ
れ
た 。

柴
田
武
「〈
短
信〉
ア
ク
セ

ン
ト

核
の
逆
算
指
定」
(『
国
語
学』
m)

は 、

日
本
語
に
限
ら
ず 、

音
節
ま
た
は

拍
間
の
高
低
・

強
弱
・

(
長
短)

差
で
ア
を
表
す
言
語
で 、

し
か
も
ア
核
が
固
定

し
て
い
る
場
合
は 、

語
頭
か
語
末
か
で
な
げ
れ
ば 、

サ
か
寸
で 、

刊
と
か
刊
と

か
は
見
当
た
ら
な
い

。

ア
表
示
は 、

語
頭
で
な
け
れ
ば 、

語
末
か
ら
数
え
て
い

く
つ
め
で
表
す
の
が
妥
当
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
す
る 。
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(
二)

ア
ク
セ
ン
ト

ア
の
実
態
を
動
的
・

立
体
的
に
捉
え
て
記
述
す
る
研
究
が
多
か
っ
た 。

佐
藤

亮一
他「
地
域
言
語
に
お
け
る
場
面
差
と
世
代
差

||山形県東田川郡三
川町の
調査

から」
(『
日
本
方
言
研
究
会
第
切
回
発
表
原
稿
集』)
は 、
表
面
的
に
は
共
通
語
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
も 、

場
面
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
り 、

簡
単
に
共

通
語
化
し
た
と
は
言
え
な
い
と
い
う 。

秋
永
一

枝・
田
中
ゆ
か
り・

松
永
修

了

吉
田
健
二
「
言
葉
の
釧
染
み
度
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係」
(『
早
稲
田
大
学
日
本

語
研
究
セ
ン
タ
ー

紀
要』

4)

は 、

ア
変
化
に
語
を
ど
の
く
ら
い
馴
染
み
が
あ
る

か
が
影
響
す
る
と
い
う 。

ま
た 、

秋
永
一

枝
「
九
ク
」

を
九
」

ク
と
聞
く
こ
と

な
ど
||アクセン
ト核の移りと
聞こ
えの
方言差」
(『
日
本
方
言
研
究
会
第
切
回
発
表
原

稿
集」)

は 、

既
知
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た 、

母
音
の
無
声
化
に
よ
る
ア
核
の
移

動
が
不
安
定
な
語
に
つ
い
て
の
論 。

こ
れ
も
ア
調
査
時
の
間
き
誤
り
だ
け
で
は

な
く 、

方
言
実
態
の
変
化
も
か
ら
ん
だ
問
題
と
思
わ
れ
る 。

ー、

ア
ク
セ
ン
ト
の
共
通
語
化

共
通
語
の
基
礎
と
な
る 、

東
京
ア
の
研
究
は
重
要
で
あ
る 。

大
量
の
語
数
と

話
者 、

細
か
い
場
面
差
な
ど
の
大
都
市
調
査
は
困
難
を
伴
う
が 、

そ
れ
だ
け
に

期
待
も
大
き
い

。

佐
藤
亮
一

「
ア
ク
セ
ン
ト
一

地
域
ア
ク
セ
ン
ト

研
究
の
現
状

と
課
題
|l社会言語学的な視点から」

(『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究」
おlU)
は 、

東
京
語
も
含
め
た
現
代
方
言
の
ア
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
概
観
し 、

有
益
で



韻(理論・現代)

あ
る 。
現
在
ア
研
究
は 、
漢
語
・
外
来
語
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態

で
あ
る 。
特
に 、
東
京
ア
は
都
区
内
で
ア
の
ゆ
れ
が
多
く 、
年
代
差
・
地
域
差

(
山
の
手
と
下
町) 、
新
古
の
差
が
あ
る 。
複
合
動
詞・
複
合
形
容
詞
は
平
板
型
↓

起
伏
型
へ 、
名
調
は
起
伏
型
↓

平
板
型
へ
の
変
化
が
目
だ
つ
と
い
う 。

相
津
正
夫「
進
行
中
の
ア
ク
セ
ン
ト

変
化

|1東京語の
複合動詞の場合」
(『
国
立

国
語
研
究
所
報
告』
胤
〈
研
究
報
告
集
日〉)
は 、
東
京
語
の
複
合
動
調(
動
詞
+
動

詞)
の
ア
が 、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
規
則
性
が
失
わ
れ
て
い
く

過
程
と
そ
こ
に
関

与
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る 。
前
部
要
素
が
起
伏
式
動
詞
の
醐
例
が 、
平
板

式
か
ら
起
伏
式
へ
の
変
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る 。
特
に 、
拍
数
の
多
い
動
調

ほ
ど
早
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る 。

問
中
ゆ
か
り
「
方
言
接
触
か
ら
み
た
首
都
圏
西
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
|上
了三
拍

名詞の場合」
(『
音
声
学
会
会
報』
捌)
は 、
ア
の
共
通
語
化
を
東
京
お
区
を
除
く

日

キ
ロ
圏
の
老
年
層
と
若
年
層
と
を
比
較
す
る 。
「
油」
の
よ
う
に
男
女
に
よ
っ
て

共
通
語
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
違
う
語
を 、
語
の
馴
染
み
度
に
よ
っ
て
説
明
す
る 。

専
門
用
語
の
平
板
化
を
指
摘
し
た 、
井
上
史
雄
「
業
界
用
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

||専門家アクセントの性格」
(
言一口
芭
幻12)
は 、
共
通
語
ア
の
階
層
差
を一
手 。

若
年
層
の
調
査
で
は 、
大
西
拓一
郎
「
方
言
の
現
在
附
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の

現
在

|仙台市方言におけるアクセン
トの獲得を中心に」

(『
日
本
語
学』
日
目
ゃ 、

森
下
喜一
「
福
島
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
年
齢
的
特
徴」
(『
作
新
学
院
大
学
紀
要」

3)
が
あ
る 。
無
型
ア
の
方
言
で
も
若
年
層
で
は
共
通
語
化
に
よ
る
ア
を
獲
得
す

る
と
い
う 。
中
井
幸
比
古
・
小
泉
明
子
「
三
重
県
中
部
に
お
け
る
中
学
生
の
ア

ク
セ
ン
ト」

(『
音
声
学
会
会
報」
加) 、
中
井
幸
比
古「
香
川
県
引
田
町
の
ア
ク
セ

ン
ト」

(『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
法
研
究』
幻)
も
興
味
深
い 。

吉
田
健
二
「
矯
玉
特
殊
ア
ク
セ
ン
ト

の
崩
壊
過
程」
(「
国
文
学
研
究』
山)
は 、

東
京
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
る
に
し
た
が
い
急
速
に
共
通
語
化
す
る
地
域
の
研

音

究
で 、
東
京
近
郊
の
千
葉
県
「
房
総
ア
ク
セ
ン
ト」

の
行
方
と
と
も
に
変
化
の

方
向
が
注
目
さ
れ
る 。

亀
田
裕
美
「
読
み
上
げ
式
と
対
比
し
た
談
話
の
音
調
実
現
相
と
情
意
表
現」

(「
東
北
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
論
集』
3)
は 、
音
韻
的
解
釈
を
し
た
ア
体
系
と

現
実
の
ア
の
不一
致
を
説
明
す
る
面
白
い
試
み 。
調
査
に
「
こ
の
ー

が
あ
る」

の
よ
う
な
短
文
の
中
に
語
が
現
れ
る
例
が
欲
し
か
っ
た 。
単
独
の
ば
あ
い
と
談

話
の
中
で
の
ア
が
異
な
る
例
が
あ
る 。

『
東
京
語
音
声
の
諸
相」
3
に
は
前
出
の
他 、
「
言
葉
の
馴
染
み
度
と
発
音
ll

地場差を中心に」
(
秋
永一
枝・
田
中
ゆ
か
り・
松
永
修
二 、
「
東
京
旧
市
内
の
ア
ク

セ
ン
ト
1

ll高年層初
名資料一
覧」
(
秋
永一
枝) 、
「
放
送
音
声
の
地
域
言
語
に
与

え
る
影
響」
(
馬
瀬
良
雄・
沢
木
幹
栄・
柳
真
弓) 、
「
東
京
都
に
お
け
る
言
語
実
態

の
諸
相」
(
大
島一
郎
他) 、
「
放
送
音
声
の
韻
律
的
差
異
に
関
す
る
研
究」
(
菅
野

謙
・
石
野
博
史
・
永
島
信
道
・
秋
山
和
平)
の 、
貴
重
な
研
究
報
告
が
あ
る 。

2、

複
合
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

上
野
善
道「
複
合
名
調
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て」
(『
言
語』
幻17)
は 、
未

知
の
単
語
を
初
め
て
読
む
時
ど
の
よ
う
な
ア
で
読
む
か
と
い
う
疑
問
を
も
と

に 、
複
合
名
詞
ア
の
規
則
の
タ
イ
プ
が 、
方
言
ご
と
に
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い

る 。
X
(
前
部
要
素)
の
情
報
に
よ
っ
て
決
ま
る
X
型
(
鹿
児
島
方吉一口) 、
Y
(
後

部
要
素)
に
よ
っ
て
決
ま
る
Y
型(
東
京
語) 、
両
方
の
要
素
に
よ
っ
て
決
ま
る
X

Y
型
(
京
都
方
言) 、
(
岩
手
県
雫
石
方一吉一同)
の
四
種
が
あ
る 。
こ
の
中
X
Y
型
は 、

ア
核
の
種
類
が
二
種
類
以
上
あ
る
方
言
で
あ
る
点
が
興
味
深
い 。
各
方
言
で
の

分
布
や
実
態
が
知
り
た
い 。
ま
た 、
上
野
「
青
森
市
方
言
の
複
合
名
調
の
ア
ク

セ
ン
ト

規
則
1」

(『
東
京
大
学
言
語
学
論
集』
日)
は 、
複
合
語
の
ア
規
則
全
般
に

つ
い
て
の
議
論
が
有
益 。
大
量
の
調
査
資
料
が
つ
く 。
他
に
「
喜
界
島
方
言
の

体=一一口
の
ア
ク
セ
ン
ト

資
料」
(『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
法
研
究』
幻)
が
あ
る 。
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3、

外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

柴
田
武
「
外
来
語
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
位
置」
(『
国
語
論
究
4
現
代

語・
方
言
の
研
究」
明
治
書
院)
は 、
東
京
語
で
は 、
外
来
語
ア
で
英
語
を
起
源
と

す
る
語
の
約
7

割
が 、
寸
の
位
置
に
ア
核
が
く
る 。
秋
田・
鹿
児
島
の
シ
ラ
ビ

ー
ム
方
言
で
は 、
寸
の
位
置
に
ア
核
が
く
る
と
い
う 。
年
代
差
は
な
い
の
だ
ろ

う
か 。山

口
幸
洋「
方
言
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
研
究
l」

(『
静
大
国
文』
お)
は 、

外
来
語
を
方
言
が
組
み
込
む
時 、
方
言
の
性
質
に
合
っ
た
変
化
を
起
こ
す
か
ら 、

外
来
語
ア
規
則
は
東
京
式
方
言
と
か
京
阪
式
方
言
の
よ
う
な
大
ざ
っ
ぱ
な
も
の

で
は
な
い 、
と
各
方
言
の
事
情
を
参
考
に
す
る
必
要
性
を
説
く 。

共
通
語
の
例

で
は 、
李
香
蘭
「
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
原
則
に
は
ず
れ
る
語
の
分
析

|l音韻

的な要因を中心に」(『
東
北
大
学
言
語
学
論
集」
1) 、

「
日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
の

ア
ク
セ
ン
ト

の
拍
数
別
特
徴」
(『
東
北
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
論
集』
2)
が
あ

λvo

 

4、

通
時
的
研
究

通
時
的
研
究
は 、
松
森
晶
子
「
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
祖
体
系
再
建
の
試
み

||い
わゆる 砂下降式アクセン
トuの
成立に
関する考察をもとにして」
(『
言
語
研
究』
問)

が
あ
る 。
日
本
語
方
言
に
見
ら
れ
る
ダ
ウ
ン
ス
テ
ッ
プ
を
も
と
に
類
緊
名
義
抄

以
前
の
日
本
語
ア
の
祖
系
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
力
作 。
さ
ら
に
琉
球
方
言
ア

に
も
ふ
れ
る
が 、
琉
球
方
言
で
は
語
形
も
拍
数
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら 、

類
緊
名
義
抄
の
類
別
語
棄
の
ア
は
有
効
で
は
な
い 。
琉
球
方
言
独
自
の
類
別
語

棄
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。
早
田
輝
洋
「
上
代
日
本
語
の

お
も
か
げ」
(「
日
本
語
論』
2)
に
コ
メ
ン
ト

が
あ
る 。

5、

共
通
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

実
際
的
な
応
用
の
た
め
の
共
通
語
ア
研
究
は 、
大
量
の
資
料
か
ら 、
共
通
語

の
ア
の
姿
を
探
ろ
う
と
す
る 。
佐
藤
大
和「
共
通
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
成
因
分
析」

(『
日
本
音
響
学
会
誌』
約lH)
は 、
『
明
解
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典』
に
採
録
さ
れ
て
い

る
約
六
万
語
を 、
拍
数
別・
語
種
別 、
語
構
造
毎
に
型
を
集
計
し
た 。
寸
に
核

の
あ
る
型
が 、
複
合
語
の
構
造
と
複
合
形
式
に
よ
っ
て
生
ま
る
こ
と
を
示
す 。

ま
た 、
1
1
4

拍
の
語
で
は
頭
高
型
と
平
板
型
が
最
も
多
く 、
2

拍
で
は
尾
高

型
が
多
い 。
5

拍
以
上
で
は 、
中
高
型(
逆
3
型 、
逆
4
型)
が
支
配
的
に
な
る

と
い
う 。
野
村
典
正
「
単
語
の
分
類
を
用
い
た
複
合
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

句
分
割

と
ア
ク
セ
ン
ト

付
与」
(「
電
子
情
報
通
信
学
会
論
文
誌」
DlH
刷
J
おt
Dl
H

h
9)
は 、
複
合
語
を
音
声
変
換
す
る
た
め
に 、
複
合
語
の
ア
句
分
割
と
ア
付
与

を
行
う
方
法
を
示
す 。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
濃
淡
画
像
処
理
開
発
動
向」
の
よ
う

な
長
い
漢
語
の
音
声
に
ア
付
与
が
で
き
る 。
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(
三)

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

『
日
本
語
音
声」
の
研
究
の
中
で 、
最
も
研
究
の
進
捗
が
見
ら
れ
る
分
野
で

あ
る 。
特
に 、
無
型
ア
に
お
り
る
イ
ン
ト

の
研
究
は
目
ざ
ま
し
い 。
「
言
語』
幻

1
9
は
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l

の
特
集
で 、
『
日
本
語
音
声』
の
研
究
成
果
の
要
約
と
も

言
う
べ
き一
冊 。
方
言
を
扱
っ
た
も
の
に 、
前
川
喜
久
雄
「
熊
本
無
ア
ク
セ
ン

ト
方
言
の
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン」
が
あ
る 。
こ
の
他 、
杉
藤
美
代
子
「
プ
ロ
ソ

デ
ィ
!
と
は
何
か」 、
郡
史
郎
「
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l

の
自
律
性
||アレ
lジング
を定

める規則について」 、
鈴
木
博
「
言
語
技
術
と
し
て
の
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l」 、

東
淳一

「
日
本
語
の
統
語
構
造
と
韻
律
||統語的あい
まい
文の研究から」 、
往
住
彰
文「
韻

律
的
生
成
の
認
知
的
メ
カ
ニ
ズ
ム」 、
佐
藤
大
和
「
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l

の
生
成
||

音声からみたプロ
ソディl」 、
窪
薗
晴
夫「
プ
ロ
ソ
デ
ィ
l

の
普
遍
性」
な
ど 。
窪

薗
は 、
複
合
語
と
句
と
の
違
い
を
日
本
語
と
英
語
を
比
較
し 、
日
英
語
の
共
通

な
特
徴
と
し
て 、
複
合
語
ア
の
型
に
枝
分
か
れ
構
造
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を



韻(理論・現代)

平
易
に
指
摘
す
る 。

『
日
本
語
音
声
成
果
報
告
各
地
無
型
ア
ク
セ
ン
ト

方
言
の
韻
律
的
特
徴
と

教
育」
(
飯
登
毅
了
山
図
泉
編)
は 、
無
型
ア
の
代
表
的
な
地
域
の
貴
重
な
報
告 。

文
字
化
資
料
に
無
声
化
の
表
記
が
あ
れ
ば 、
ア
の
獲
得
の
傍
証
に
な
る
だ
ろ
う 。

文
に
み
ら
れ
る
イ
ン
ト

の
パ
タ
ン
分
類
は 、
新
し
い
試
み
の一
つ 。

木
部
暢
子
・
久
見
木
大
介
「
鹿
児
島
市
方
言
の
質
問
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
に

つ
い
て」
(『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
科
学
論
集」
お)
は 、
二
型
ア
の

鹿
児
島
方
言
の
若
年
層
で
「
昇
降
調」
が
生
ま
れ 、
老
年
層
に
は
な
い
質
問
の

意
味
を
表
す
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と 、
イ
ン
ト

の
枠
組
み
と
変
化
の
方
向
を

鮮
や
か
に
描
く 。
そ
の
他 、
今
石
元
久
「
談
話
〈
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン〉
論
序

説」
(『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要』
幻) 、
今
石
元
久
・
秋
山
和
平
「
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
と
談
話」
(『
日
本
語
学」
日
4)
な
ど
が
あ
る 。

村
中
淑
子。
談
話
分
析。
に
よ
る
文
末
部
の
音
調
の
分
析
の
試
み
|上京都市方

言を資料と
して」
(『
大
阪
大
学
日
本
学
報』
ロ)
は 、
談
話
に
多
く

現
れ
る
音
調
は 、

談
話
展
開
と
関
連
が
あ
り 、

話
者
は 、
談
話
特
徴
と
そ
れ
と
関
係
の
深
い
言
語

形
式
と
音
調
を
使
う
こ
と
を
予
想
す
る 。
意
欲
的
な
研
究 。
文
末
の
音
調
の
意

味
機
能
を
考
察
す
る
場
合 、
文
脈
の
考
察
は
必
要
で
あ
る 。
基
準
と
な
る
東
京

語
の
分
析
が
進
ん
で
い
な
い
の
で 、
今
後
大
い
に
期
待
さ
れ
る 。

東
京
語
の
イ
ン
ト
に
つ
い
て
興
味
深
い
報
告
が
あ
っ
た 。
田
中
ゆ
か
り「〈
と

び
は
ね
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン〉
の
使
用
と
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て」
(『
日
本
方
言
研

究
会
第
切
回
発
表
原
稿
集』)
は 、
首
都
圏
の
高
校
生
を
中
心
に 、
ソ
レ

カ
ワ
イ

〆

汁什、
の
よ
う
な
イ
ン
ト

が
現
れ
る
こ
と
を
指
摘 。
本
来
の
ア
核
を
無
視
し

た
若
者
特
有
の
イ
ン
ト

が
広
ま
っ
て
い
る
と
い
う 。
外
来
語
の
平
板
化
と
共
に 、

東
京
ア
の
若
者
言
葉
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る 。

著
者
言
葉
の
イ
ン
ト
を
現
す
述
語
と
し
て「
尻
上
が
り
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン」

音

が
あ
る 。
こ
れ
に
は
原
因
香
織
「
い
わ
ゆ
る
「
尻
上
が
り」
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
聞
き
取
り
実
験」
(
日
本
語
音
声
成
果『
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー
ショ
ン
の
実
態
と

分
析』)
の
他 、
山
口
幸
洋「
援
ね
下
が
り
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て」
(『
音

声
学
会
会
報』
抑) 、
川
上
薬
「
伸
ば
し
下
げ
音
調
を
め
ぐ
っ
て」
(「
音
声
学
会
会

報』
加)
の
よ
う
な
述
語
が
あ
り 、
イ
ン
ト

の
内
容
の
整
理
と
述
語
の
統一
が
望

ま
れ
る 。

、
音
節
(
拍・
音
節・
リ
ズ
ム

(
ご

拍・
音
節
に
つ
い
て

国
語
学
会
平
成
五
年
度
秋
季
大
会
で
テ
ー

マ
別
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
た 。

「
音
韻
史
の
展
開・
音
節
構
造
の
歴
史」
(コ
ン
ヴ
ィ
ナ
l
u

一早
田
輝
洋
・添
田
建
治

郎 、
発
表
者H
早
田
輝
洋
・
窪
薗
靖
夫・
木
田
章
義
・柳
田
征
司)
の
部
会
で
は 、
白

熱
し
た
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
が
あ
っ
た 。
音
節
・
拍
・
シ
ラ
ブ
ル
・
モ
l

ラ

な
ど
の
基
本
的
な
述
語
の
概
念
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た 。
た
だ 、
述
語
の
中
で「
非
拍
方一言口」
に
つ
い
て
は 、

実
際
の
聞
こ
え
が
短
い 、
独
立
し
て
ア
核
を
担
い
得
な
い
と
い
う
こ
点
か
ら
の

命
名
で 、
実
際
の
音
声
の
聞
こ
え
と
対
立
の
上
か
ら
の
述
語
で
あ
る 。
つ
ま
り

北
奥
羽
方
言
で
は 、
「
か
ば
・
カ
パ
l」

や 、
「
管・
組
ん
だ」
な
ど
が
音
韻
的

に
対
立
し
な
い
こ
と
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る 。

上
野
善
道「
日
本
語
の
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト」

(『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞』
日ll)

は 、
東
京
語
の
「
核
の
担
い
手(
こ
れ
を「
拍」
と
呼
ぶ
こ
が
モ
l

ラ
な
の
か(
音

韻
的)
音
節
な
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る 。
東
京
語
の
韻
律
的
単
位
は
モ
1

ラ
で
あ

る
と
し 、
東
京
語
は
「
モ
1

ラ」
が
中
心
で
「
音
節」
は
「
周
辺」
で
あ
る
と

す
る 。
確
か
に
連
母
音
は
方
言
の
中
で
も
同
じ
動
き
を
す
る
わ
け
で
は
な
い 。

例
え
ば
奈
良
県
十
津
川
方
言
で
は
「
赤
い」
や
「
行
き
た
い」
な
ど
の
付
属
形
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式
の
ア
イ
は
融
合
し
て
ア
カ
l 、

イ
タ
ー

に
な
る
が 、
名
詞
の
「
挨
拶・
鯛」

は
融
合
し
な
い 。
ア
エ
や
オ
イ 、
ウ
イ
も
融
合
し
な
い 。
名
古
屋
方
言
で
も
連

母
音
ア
イ
は
融
合
し
や
す
い
が 、
オ
イ 、
ウ
イ
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い 。
早
田

輝
洋「
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
若
干
の
覚
え
書
き」
(「
九
大
言
語
研
究
室
報
告」

凶)
に
コ
メ
ン
ト

が
あ
る 。
こ
の
他 、
原
口
正
輔
編『
日
本
語
の
モ
l

ラ
と
音
節

構
造
に
関
す
る
総
合
的
研
究」
1・
2
2
日
本
語
音
声』
成
果
報
告)
に
は 、
生

成
音
韻
論
か
ら
み
た
興
味
深
い
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、
神
息阿
武
彦

「
モ
l

ラ
構
成立国
素
と
ア
ク
セ
ン
ト・

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
方
言
に
つ
い
て」

(『
広
島
文
化
女
子
短
期
大
学
紀
要」
お)
な
ど
が
あ
り 、
今
後
と
も
議
論
を
集
め
そ

う
で
あ
る 。

(
二)

リ
ズ
ム

上
村
幸
雄
「
日
本
語
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て」
(『
教
育
園
語』
2lm-
U)
は 、

日
本
語
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て 、
明
快
に
広
い
視
野
か
ら
問
題
を
指
摘
す
る 。

岩
井
康
雄
「
モ
l

ラ
音
素
及
び
ア
ク
セ
ン
ト

が
リ
ズ
ム
に
与
え
る
影
響
と
七

五
定
型
の
リ
ズ
ム」
(「
言
語
学
研
究』
日)
は 、
こ
れ
ま
で
の
「
8
モ
l

ラ
4

拍

子
論」
の
問
題
点
を
指
摘
す
る 。
例
え
ば
「
地
下
資
源
課
だ
け」
は
字
余
り
感

は
な
い
が 、
「
地
下
資
源
部
だ
け」
に
字
余
り
感
が
あ
る
の
は
ア
の
影
響
で
あ
る

と
い
う 。
こ
の
「
字
余
り
感」
の
判
定
は
微
妙
で 、
方雪一口
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

り
そ
う
で
あ
る 。
こ
の
他 、
増
井
典
夫「
日
本
語
の
リ
ズ
ム
と
平
易
性」
(『
愛
知

淑
徳
短
大
研
究
紀
要』
但)
も 、
拍
と
音
節
と
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
る 。

四 、
重
点
領
域
研
究
『
日
本
語
音
声
(
略
称)」

平
成
四
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
に
と
も
な
い 、
大
量
の
成
果
報
告
書
が
刊

行
さ
れ
た 。
多
く
の
分
野
か
ら
研
究
者
が
参
加
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
遂
行
さ

れ
た
こ
と
は
意
義
深
い 。
特
に
こ
の
研
究
で
は 、
C
D・
C
Dl
R
O
M-
D
A

T-
ヴ
ィ
デ
オ
な
ど
新
し
い
媒
体
に
よ
り
良
質
の
方
言
音
声
が
収
集
さ
れ 、
半

永
久
保
存
が
可
能
と
な
っ
た 。
今
後 、
こ
の
研
究
の
成
果
の
新
た
な
知
見
を
整

理
し
て
評
価
を
下
す
に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
が 、
日
本
語
音
声
に
関
す
る

我
々
の
理
解
を一
段
と
深
め
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い 。
個
々
の
研
究
に

は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が 、
本
文
で
取
り
上
げ
た
以
外
の 、
研
究
成
果
と
論
文

名
の一
端
を
示
す 。

『
日
本
語
音
声・
成
果
報
告」
6、
『
研
究
報
告
日
本
語
音
声
を
考
え
る』 、

『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・
日
本
語
音
声
の
教
育
と
日
本
語
研
究」 、
「
第
7
回
〈
大

学
と
科
学〉
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
化
す
る
日
本
語・
話
言
葉
の
科
学
と

音
声
教
育』 、
菅
野
謙
他
編「
自
然
な
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン(
ヴ
イ
デ
オ)」 、
『
東

日
本
の
音
声
||論文編」
2〈

小
野
米一
「
北
海
道
根
室
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」 、

渡
辺
修
平「
秋
田
県
横
手
市
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
世
代
差」 、
篠
木
れ
い
子・

佐
藤
和
之「
無
型
ア
ク
セ
ン
ト

の
音
声
実
態
と
共
通
語
化
ω」 、
下
野
雅
昭「
名

古
屋
市
ア
ク
セ
ン
ト

の
動
態」 、
早
野
慎
吾「
文
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て」〉 、
『
東

日
本
の
音
声

11論文編

主要都市多人数調査(札幌市・
名古屋市)
報告」
3
〈
大
西

拓一
郎
「
三
陸
沿
岸
地
域
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

語
実
ω 、
山
口
幸
洋
「
静
岡
県

水
窪
方
言
の
文
末
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
分
析」 、
太
田
有
多
子・
山
口
幸
洋
「
静

岡
県
舞
阪
町

ll新居町のアクセン
ト読み上げ調査について」〉 、

大
橋
勝
男
編『
新
潟

市
沼
霊
地
区
音
声
の
研
究」
1 、

『
方
言
音
調
の
諸

相||西日本」
3
〈
中
井
幸

比
古「
洛
中
洛
外
の
地
名
と
ア
ク
セ
ン
ト」 、

岸
江
信
介「
新
宮
旧
市
内
ア
ク
セ

ン
ト

の
動
向」 、
添
田
建
治
郎
「
隠
岐
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
|iT
指名詞を対象と

して」 、
陣
内
正
敬
「
博
多
方
言
2

拍
名
調
ア
ク
セ
ン
ト

の
世
代
差・
文
体
差・

文
脈
差」 、
中
村
禽
里「
筑
前
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て

|l音声録間見を通

して」 、
木
部
暢
子「
鹿
児
島
市
二
型
ア
ク
セ
ン
ト

の
本
質

||連文節のアクセント
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韻(理論・現代)
から」、
田
原
広
史
「
主
要
都
市
調
査
(
大
阪
市)
の
言
語
意
識
項
目
(
資
料)」〉、

徳
川
宗
賢
他
編
『
福
岡
市
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
動
態
(
資
料)」・
『
富
山
市

に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
動
態(
資
料)」、
真
田
信
治
他
編「
大
阪
|
岡
山
間
ア

ク
セ
ン
ト
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム」、
『
琉
球
列
島
に
お
け
る
音
声
の
収
集
と
研
究』

1・
2、
〈
上
村
幸
雄
「
音
韻
変
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
か」、

高
良
富
夫・
竹
原
康一
「
琉
球
方
言
音
声
の
規
則
合
成
に
お
り
る
韻
律
制
御」、

加
治
工
真
市・
宮
城
信
勇
編
「
石
垣
方
言
音
節一
覧」〉、
板
橋
秀一
『
日
本
語

方
言
音
声
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
利
用』・
『
C
D
付
属
フ
ロ
ッ
ピ
デ
ィ
ス
ク

デ
ー
タ
ベ
ー
ス』、
三
輪
譲一一『
人
文
系
研
究
者
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
日
本

語
方
言
音
声
分
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発
研
究」、
中
本
正
智
編『
日
本
列
島
の
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
資
料
||琉球列島の
部』・
『
日
本
列
島
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
|

佐賀・
輪島方言』、
今
石
元
久
他『
方
言
音
声
分
析
デ
l
タ
||並ぴに
若干の
考案』、

『
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
分
析』
〈
国
広
哲
弥
「
日
本
語
音
調
の

記
述
法」、
井
上
史
雄
「
専
門
家
ア
ク
セ
ン
ト
の
使
わ
れ
方」、
荻
野
綱
男
「
韻

律
特
徴
の
理
論
的
研
究」、
早
田
輝
洋「
東
京
方
言
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
担

い
手
と
複
合
の
熟
合
度」〉、
『
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
的
研
究
||

総括編』
〈
上
野
善
道「
複
合
語
を
中
心
と
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
研
究」、
荻
野

綱
男・
洪
現
杓
「
音
声
の
丁
寧
さ
の
実
験
言
語
学
的
研
究」、
早
田
輝
洋・
久
保

智
之「
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
文
法」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
言
語
に

お
げ
る
韻
律
の
機
能」〉、
水
谷
修
他
編
『
日
本
語
の
韻
律
に
み
ら
れ
る
母
語
の

干
渉

|I音響音声学的対照研究』
ω
ω、
『
日
本
語
音
声
と
日
本
語
教
育』
〈
佐
藤

大
和
「
外
来
語
を
材
料
と
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
検
討
||構造と
リズム
に
着目し

て」、
宮
城
幸
枝
「
韻
律
の
特
徴
に
あ
ら
わ
れ
る
意
図
表
現
||砂そうですねe
の
音

響分析と
意図表現の知覚」、
轟
木
靖
子「
東
京
語
の
H
よ。
の
音
調
と
機
能
に
つ
い

て」、
土
岐
哲「
日
本
語
会
話
文
の
音
読
に
見
ら
れ
る
各
地
方
言
の
韻
律
的
特
徴

音

ll弘前市出身者の
場合」、
鮎
津
孝
子「
外
国
人
学
習
者
の
日
本
語
の
質
問
文
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
習
得
過
程」〉、
「
日
本
語
音
声
と
教
育』
〈
土
岐
哲
「
日
本
語

音
声
教
育
の
再
検
討
と一
試
案」、
土
屋
順
了
土
屋
千
尋
「
東
京
方
言
を
母
語

と
し
な
い
日
本
語
教
師
の
発
話
に
お
け
る
語
末
の
母
音
の
な
が
さ
の
比
較
対

照」、
犬
飼
隆
「
韻
律
的
特
徴
に
み
る
感
動
詞
と
終
助
詞
の
呼
応」、
山
口
幸
洋

「
ア
ク
セ
ン
テ
1
シ
ヨ
ン
の
論」、
秋
山
和
平「
放
送
音
声
と
教
育」、
井
上
史
雄

「
国
際
化
す
る
日
本
語
の
音
声
教
育」〉、
村
崎
恭
子
編『
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
日
本

語
音
声」
1・
2、
久
野
マ
リ
子
編
『
二
つ
仮
名・
一
つ
仮
名
の立
旦
己・
『
目

で
見
る
四
つ
仮
名(
ヴ
ィ
デ
オ
と
解
説)」、
中
山一
郎
『
日
本
語
の
歌
唱
に
お
け

る
音
韻
の
明
瞭
性
に
つ
い
て

||摩擦音・
破擦音・
半母音・
弾音の
場合」、
杉
藤
美
代

子
編「
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン」、
東
淳一
『
韻
律
の
研
究』、

甲
斐
陸
朗
編『
聴
解
能
力
の
基
礎
研
究』、
細
田
和
雅
編「
日
本
語
音
声
教
育
の

社
会
言
語
学
的
言
語
工
学
的
研
究」、
犬
飼
隆
編
『
音
声
文
法
の
試
み」
・

筆
者
の
カ
不
足
と
紙
幅
の
関
係
で、
多
く
の
論
考
に
つ
い
て
割
愛
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
苦
悩
を
お
察
し
い
た
だ
き
た
い。
ま
た、
敬
称
は
略
し
た。

文
献
検
索・
資
料
収
集
に
際
し
て
は、
国
立
国
語
研
究
所
の
言
語
変
化
研
究

部・
情
報
資
料
部・
図
書
館
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た。
お
礼
を
申
し
上
げ

ス》。

||
園
祭
院
大息子
教
授

||

69 


